
１．件名：福島第一原子力発電所における循環注水冷却・滞留水等に係る定例会 

２．日時：令和２年９月２５日（金）１０時０５分～１２時０５分 

３．場所：原子力規制庁 １８階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部  

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

澁谷企画調査官、知見主任安全審査官、横山係長、伊藤係長、市森係員、 

髙木技術参与 

   福島第一原子力規制事務所 

田中原子力運転検査官（テレビ会議システムによる出席） 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニー  

福島第一原子力発電所 担当１６名（テレビ会議システムによる出席） 

  

５．要旨 

 東京電力ホールディングス株式会社から、資料に基づき、以下の説明があった。 
 １号機ガレキ落下防止・緩和対策の進捗状況（天井クレーン支保の設置） 

 天井クレーン支保及び設置手順の概要 
 天井クレーン支保設置に係る支障ガレキの撤去作業は９月１８日に完了。 
 燃料取扱機（ＦＨＭ）支保の設置後に天井クレーン支保の準備作業を開始

し、１１月から設置作業を実施予定。 
 １号機原子炉格納容器（ＰＣＶ）内部調査に係る干渉物切断作業の状況 

 ８月２６日に発生したＰＣＶ圧力低下事象について、漏えい箇所を調査し
た結果、作業用カメラ治具のフランジ付け根部に割れを確認。原因として、
当該治具を前回４月に使用した後の運搬・保管時に何らかの外力が加わり

損傷したものと推定。予備品に交換し、運搬・保管時にはフランジ部に保
護カバーを取り付ける対策をとるとともに、当該治具を設置の都度、隔離
弁を操作する前に加圧リーク試験を実施することとした。 

 ９月４日にアブレシブウォータージェット（ＡＷＪ）装置の研磨材供給ラ

インにおいて必要な負圧が確保できなくなる事象が発生。調査の結果、研
磨材供給用ホースの一部が折れ曲がっているとともに、ノズルユニットと
のジョイント部からホースが引っ張られて外れていることを確認。現在、
原因調査及び対策検討中。 

 ３号機ＦＨＭマストケーブル損傷事象等に係る対応状況 
 ９月２日に発生した３号機ＦＨＭマストケーブルの損傷事象について、当

該ケーブルを予備品に交換したが、動作確認の際に燃料つかみ具内の導通
異常を確認。今後、燃料つかみ具を分解して異常箇所の修理を実施予定。 

 ９月９日に確認した３号機ＦＨＭクレーン主巻水圧ホースの被覆損傷につ

いては、当該ホースを予備品に交換して修理完了。 
 ９月１９日に３号機ＦＨＭクレーン補巻から作動流体（水グリコール）の

連続的な漏えいを確認。クレーン補巻水圧ホースの外観から、被覆の損傷
及び膨らみを確認。原因として、水圧ホース内部のチューブの亀裂等によ
り作動流体が被覆内に蓄積し、内圧により被覆が破損したものと推測。今
後、予備品に交換予定。 

 多核種除去設備等処理水（以下「ＡＬＰＳ処理済水」という。）の二次処理の性
能確認試験の進捗状況 
 性能確認試験の対象タンクとして、告示濃度限度比総和１００以上のもの



のうち、高い濃度のタンク群（Ｊ１－Ｃ群）と低い濃度のタンク群（Ｊ１

－Ｇ群）を選定。過去にＡＬＰＳのトラブルにより浄化処理がうまくでき
なかった汚染水を貯留したタンク群は代表性に欠けるため、対象から除外。 

 Ｊ１－Ｃ群の貯留水の処理は９月２３日に完了し、９月２８日からＪ１－
Ｇ群の貯留水の処理を開始予定。 

 ３号機廃棄物地下貯蔵建屋（以下「３号機ＦＳＴＲ建屋」という。）における漏
えい事象に係る対応状況 
 ９月１日に発生した３号機ＦＳＴＲ建屋内の廃樹脂貯蔵タンクからの漏え

い事象について、９月１０日に現場調査を実施。現場の状況を踏まえて、
残水の移送及び樹脂の回収を検討中。 

 他号機への展開として、１～４号機のＦＳＴＲ建屋について貯蔵量、接続
配管の材質等の情報を整理したところ、３号機ＦＳＴＲ建屋内の廃スラッ
ジ貯蔵タンク（Ｂ）に同様の事象発生が懸念されることが判明。今後、調
査の上、対策を実施予定。 

 
 原子力規制庁は、上記説明を受けた内容について確認するとともに、 

 １号機ＰＣＶ内部調査に係る干渉物切断作業におけるトラブルについて、一連
の原因調査及び対策が終わり次第、報告すること。 

 ３号機ＦＨＭ燃料つかみ具の導通異常及び燃料取り出し作業の再開工程につ
いて、対応状況を適宜報告すること。 

 ＡＬＰＳ処理済水の二次処理の性能確認試験について、引き続き、進捗状況を
報告すること。 

 ３号機ＦＳＴＲ建屋における漏えい事象について、全号機の建屋の滞留水処理
を俯瞰して、ＦＳＴＲ建屋の排水をどのように計画するかを考慮した上で、対
応を検討すること。 

等を求めた。 

 
６．その他 

資料：   
 １号機ガレキ撤去作業時のガレキ落下防止・緩和対策の進捗状況（天井クレー

ン支保の設置） 
 １号機ＰＣＶ内部調査にかかる干渉物切断作業の状況 
 ３号機燃料取扱機マストケーブル損傷事象他の状況について 
 循環注水冷却スケジュール 
 使用済燃料プール対策スケジュール 
 燃料デブリ取り出し準備スケジュール 
 汚染水対策スケジュール 
 水処理設備の運転状況，運転計画（２０２０年９月１８日～２０２０年１０月

１日） 
 福島第一原子力発電所の滞留水の水位について（２０２０年９月１８日～２０

２０年９月２４日） 
 各エリア別タンク一覧 
 汚染水等構内溜まり水の状況（２０２０．９．１７時点） 
 福島第一原子力発電所における固体廃棄物について 
 タンク建設進捗状況 
 多核種除去設備等処理水の二次処理の性能確認試験 
 ３号機廃棄物地下貯蔵建屋ＣＵＷ廃樹脂貯蔵タンク接続配管からの漏えいに

ついて 


